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1-2．KYOAI COMMONS というラーニング・コモンズ 
 本研究の対象である共愛学園前橋国際大学ラーニング・コモンズ：KYOAI COMMONS
は，ラーニング・コモンズとコミュニケーション・コモンズの 2 つのゾーンから成る 1 階
と，ラーニングスタジオ(両面ガラス張りといった可視性の高い教室)から成る 2 階の，2 層・
3 つのゾーンから構成されている．先述の中沢ら(2013)による，１)図書館機能の新展開，
２)アクティブラーニングを促進する学習環境，３)コミュニケーションスペースの新展開










Figure.1 KYOAI COMMONS 





「Study Area」，iPad などのデバイスを用いてデジタルコンテンツを試聴する「i-Reading 
Area」，Mac や Windows の PC を用いて作業を行う「Creative Studio」，留学生支援員や
各国の留学生と交流するための「International Area」，授業などの正課活動，サークルな
どの正課外活動でのグループワークを行う「Group Work Area」，プログラミングや e-Lea 
rning などの授業を行う「ICT Area」の 7 つのエリアから構成されている． 
コミュニケーション・コモンズは，学生たちが食事や休憩を行う「Restaurant＆Café」，
学生たちによって運営される「Student Café」，学生たちの会話や協同学習を誘発する 2 人
掛けの机が用意された「Lounge」，そして授業やイベント等で用いられるプレゼンテーショ
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2．方法 
 関東近辺の大学生 229 名(男性 80 名，女性 148 名，不明 2 名：1 年生 64 名，2 年生 102





 「あなたは KYOAI COMMONS のラーニング・コモンズ
を 1 週間のうち，どのくらいの頻度で利用しますか？以下の
数字のうち，あてはまるものに○をしてください」と教示し，
1. 利用したことがない，2. 週に 2・3 回，3. ほぼ毎日利用
する，4.テスト期間などのみの 4 項目について当てはまるも
のを回答してもらった． 
2)KYOAI COMMONS の利用動向 
 ラーニング・コモンズを含む，KYOAI COMMONS をどのように利用しているかについ
て学部生・大学院生らの意見を元に，1．食事をする，2．1 人で休憩をする，3．友達と談





などの会議をする，14.サークルなどのイベントを行う，の 14 項目を作成した． 
 大学生の時間的展望を測定する尺度として，本研究においては 1)時間的展望体験尺度(白
井，1994)，2)日本版 Zimbardo Time Perspective Inventory(ZTPI)(下島ら，2012)の 2 種
類の尺度を用いた． 
1)時間的展望体験尺度(白井，1994) 




2)日本版 Zimbardo Time Perspective Inventory(ZTPI)(下島ら，2012) 




ているといった【現在運命】の 5 つの下位因子から構成されている． 
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3．結果 
3-1．KYOAI COMMONS の利用動向に関する項目の因子構造 
 KYOAI COMMONS の利用動向 14 項目について因子分析(最尤法)を行った．固有値の減
衰状況と因子の解釈可能性から 3 因子を抽出した．次に再度 3 因子を仮定して最尤法・プ




 プロマックス回転後の最終的な因子パターンと因子間相関を Table 1 に示す．第 1 因子は
“空き時間活動”(α＝.82)3 項目，第 2 因子が“単独学習活動”(α＝.75)4 項目，第 3 因子が
“協同学習活動”(α＝.73)3 項目，計 10 項目となった．回転前の 3 因子で 14 項目の全分散
を説明する割合は 52.9%であった． 
 
3-2．KYOAI COMMONS の利用動向のクラスター分析 
 ラーニング・コモンズの利用動向に関する 3 因子の因子得点を標準化し，クラスター分
析(Ward 法)によって分類した結果，解釈可能性により以下の 3 つの群が抽出された．以下
に各群の特徴を示す． 
  
Figure2 KYOAI COMMONSの利用動向のクラスター分析結果(Ward 法) 
　 項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
食事をする 0.84 0.04 -0.15
友達と談笑する 0.84 -0.08 0.07
空き時間の暇つぶしや友人との待ち合わせに利用する 0.73 -0.04 0.09
読書をする(デジタルコンテンツを含む) -0.12 0.81 -0.09
１人で休憩をする 0.26 0.56 -0.06
自分のパソコンでレポートなどの課題を作成する -0.09 0.52 0.20
１人で自習する 0.18 0.51 0.16
グループワークエリアを使ってサークルや授業などの会議をする 0.00 -0.07 0.78
サポートやコンシェルジュ(学習指導員)に相談する 0.10 -0.01 0.44
サークルなどのイベントを行う -0.09 0.15 0.41
inter-factor correlations Ⅰ Ⅱ Ⅲ






















空き時間活動 単独学習活動 共同学習活動 
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 Cluster1 は，空き時間活動因子，単独学習活動因子，共同学習活動因子の全ての得点が
高いことから，学生生活の中でラーニング・コモンズを含む KYOAI COMMONS を積極的
に活用している学生たちであり，この群を「積極活用型」(n=67)とした．Cluster2 は，空
き時間活動因子，単独学習活動因子，共同学習因子の全ての得点が低いことから，学生生











































目標指向性 3.20 ( 0.72 ) 3.23 ( 0.78 ) 3.32 ( 1.01 ) 2.62 ( 0.91 ) 7.26 *** 1・2・3>4
希望 2.95 ( 0.59 ) 3.03 ( 0.79 ) 3.05 ( 1.08 ) 2.63 ( 0.70 ) 3.15 * 2>4
現在の充実感 3.17 ( 0.83 ) 3.24 ( 0.86 ) 3.32 ( 0.88 ) 2.99 ( 0.84 ) 1.22 n.s.












†<.10  *p<.05 **p<.01 ***p<.001 







Figure4 ラーニング・コモンズの利用頻度による ZTPI 得点の分散分析 
 
Table3 ラーニング・コモンズの利用頻度による ZTPI 得点の分散分析 
 
 




3-4．KYOAI COMMONS の利用動向による時間的展望の検討 
 KYOAI COMMONS の利用動向の 3 クラスター(積極活用型，未使用型，休憩利用型)を







































過去否定 3.51 ( 0.80 ) 3.41 ( 0.92 ) 3.41 ( 1.03 ) 3.75 ( 0.97 ) 1.59 n.s.
未来 3.04 ( 0.63 ) 2.98 ( 0.63 ) 3.08 ( 0.83 ) 2.95 ( 0.74 ) 0.27 n.s.
過去肯定 3.28 ( 0.66 ) 3.34 ( 0.76 ) 3.27 ( 0.76 ) 3.14 ( 0.76 ) 0.77 n.s.
現在快楽 3.48 ( 0.78 ) 3.78 ( 0.78 ) 3.70 ( 1.23 ) 3.63 ( 0.83 ) 1.46 n.s.












†<.10  *p<.05 **p<.01 ***p<.001 
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Figure5 KYOAI COMMONS の利用動向による時間的展望体験尺度得点の分散分析 
 
































目標指向性 3.36 ( 0.82 ) 2.82 ( 0.75 ) 3.19 ( 0.84 ) 8.25 ＊＊＊ 1>2
希望 3.12 ( 0.86 ) 2.81 ( 0.65 ) 2.88 ( 0.77 ) 3.22 ＊ 1>2
現在の充実感 3.33 ( 0.87 ) 3.04 ( 0.83 ) 3.16 ( 0.79 ) 2.12 n.s.


































†<.10  *p<.05 **p<.01 ***p<.001 
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Table5 KYOAI COMMONS の利用動向による ZTPI 得点の分散分析 
 
 































過去否定 3.51 ( 0.80 ) 3.66 ( 0.84 ) 3.43 ( 1.00 ) 1.26 n.s
未来 3.14 ( 0.69 ) 2.96 ( 0.64 ) 2.96 ( 0.70 ) 1.67 n.s
過去肯定 3.37 ( 0.69 ) 3.09 ( 0.76 ) 3.30 ( 0.74 ) 2.77 † 1>2
現在快楽 3.88 ( 0.82 ) 3.54 ( 0.80 ) 3.61 ( 0.90 ) 2.99 † 1>2







†<.10  *p<.05 **p<.01 ***p<.001 
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4-2．大学生のラーニング・コモンズの位置づけと時間的展望 
 本研究の結果からは，クラスター分析によって学生生活の中でラーニング・コモンズを
含む KYOAI COMMONS を積極的に活用している「積極活用型」，学生生活の中で KYOAI 
COMMONS を利用していない「未使用型」，KYOAICOMMONS を食事や友人との談笑の
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